
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証REIT指数 1,954.38 0.16% ▲2.35% 1.17% 15.10%

＜ご参考＞

TOPIX（東証株価指数）
3,609.40 ▲0.54% ▲5.23% 14.67%

国内リート見通し

マーケットの動き（2026年3月16日～3月19日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2025年2月28日～2026年3月19日）

情報提供資料

2026年3月23日

好調な不動産賃貸市場や売買市場を背景に、オフィス中心に賃料上昇の加速が見込ま

れることに加え、物件入れ替えに伴う売却益還元が引き続き期待されます。高市政権

の意向や中東情勢の不透明感などから利上げ観測が後退するなか、インフレに負けな

い成長戦略の実行により、国内リート市場は底堅く推移すると予想します。海外投資

家や地域金融機関などの買いによる需給環境の改善が市場を支えるとみています。

国内各種資産利回り
2026年3月19日時点

29.09%

投資環境見通し（2026年3月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
3月19日

国内リート市場は、底堅く推移すると予想

先週の国内リート市場は、前週末比で上昇しました。

週初は、前週末の下落を受けた値ごろ感から買いが先行しました。その後も、18日の

国内株式市場の上昇が好感され国内リートは上昇したものの、週末に投資家のリスク

回避姿勢が強まったことから、上昇幅を縮めて週を終えました。

セクター別では、住宅セクターや商業・物流等セクターが上昇した一方、オフィスセ

クターは下落しました。
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